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自
民
党
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー

裏
金
事
件
で
、
政
治
資
金

収
支
報
告
書
を
訂
正
し
た

安
倍
派
な
ど
の
議
員
が
、

衆
参
両
院
の
憲
法
審
査
会

の
委
員
に
名
を
連
ね
て
い

ま
す
。

政
治
資
金
規
正
法
違
反

の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
る
議

員
ら
が
、
国
の
最
高
法
規

の
あ
り
方
を
巡
る
議
論
に

参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

立
憲
民
主
党
の
泉
代
表
は

「
国
の
最
高
法
規
の
憲
法

を
審
査
す
る
議
員
が
法
律

を
守
っ
て
い
な
い
。
そ
ん

な
人
た
ち
に
憲
法
審
査
会

に
い
る
資
格
は
な
い
」
と

辞
任
を
求
め
ま
し
た
。
現

在
、
衆
院
憲
法
審
査
会
50

人
中
自
民
党
議
員
は
28
人
、

参
院
憲
法
審
査
会
は
45
人

中
22
人
で
す
。
憲
法
審
査

会
は
、
自
民
・
公
明
を
含

め
日
本
維
新
の
会
な
ど
改

憲
派
が
多
数
を
占
め
、
改

憲
の
糸
口
を
巡
っ
て
議
論

を
重
ね
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
党
内
が

金
権
問
題
で
騒
然
と
し
て

い
る
中
で
も
、
自
民
党
総

裁
任
期
中
の
今
年
９
月
ま

で
に
改
憲
を
行
い
た
い
と

述
べ
、
公
明
党
の
北
川
副

代
表
は
緊
急
事
態
条
項
案

を
党
と
し
て
も
検
討
し
た

い
な
ど
と
発
言
し
、
改
憲

を
加
速
さ
せ
る
構
え
で
す
。

万
一
、
改
憲
発
議
が
さ

れ
、
国
民
投
票
が
実
施
さ

れ
る
と
、
改
憲
勢
力
に
極

め
て
有
利
な
「
国
民
投
票

法
」
に
よ
っ
て
改
憲
案
が

通
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国

民
投
票
法
の
重
大
な
問
題

点
を
再
確
認
し
、
「
戦
争

す
る
国
に
さ
せ
な
い
」
た

め
の
世
論
を
さ
ら
に
大
き

く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民
投
票
法
の
主
な
問

題
点
を
列
記
し
ま
す
。

①
お
金
や
権
力
が
あ
る
政

党
に
圧
倒
的
に
有
利

国
民
投
票
法
に
は
、
広

告
宣
伝
費
の
規
制
が
な
い

の
で
、
お
金
が
あ
る
政
党

は
制
限
な
く
改
憲
宣
伝
に

お
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
無
制
限
に
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流

し
て
、
番
組
制
作
や
人
気

タ
レ
ン
ト
使
っ
た
広
告
も

可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
使
用
に
つ
い
て
の
定
め

も
あ
り
ま
せ
ん
。
有
権
者

の
判
断
を
大
き
く
ゆ
が
め

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
国
会
の
発
議
か
ら

国
民
投
票
実
施
ま
で

最
短
６
０
日
！

国
民
投
票
法
に
は
、
国

会
が
憲
法
改
正
を
発
議
し

た
日
か
ら
60
日
以
降
１
８

０
日
以
内
と
投
票
の
期
日

を
定
め
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
現
行
憲
法
と
発
議
さ

れ
た
改
定
案
と
を
比
較
・

判
断
す
る
に
は
、
時
間
が

足
り
ま
せ
ん
。

③
最
低
投
票
率
の
定
め
が

な
い
。
少
人
数
で
も
大
事

な
憲
法
が
変
更
さ
れ
る
！

国
民
投
票
法
に
は
、
最

低
投
票
率
の
既
定
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
少
人
数

し
か
国
民
投
票
に
行
か
な

く
て
も
、
憲
法
を
変
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

④
複
数
の
憲
法
の
条
文
の

改
定
を
一
括
で
賛
成
・
反

対
を
問
う
か
も
し
れ
な
い

条
文
ご
と
の
個
別
投
票

で
な
け
れ
ば
、
国
民
の
意

思
が
正
確
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

⑤
公
務
員
・
教
育
者
は
、

国
民
投
票
運
動
に
参
加
す

る
と
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る

教
師
は
生
徒
に
教
え
る

の
が
仕
事
で
す
。
「
地
位

を
利
用
」
し
て
憲
法
を
語
っ

た
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
本
来
自

由
で
あ
る
べ
き
国
民
投
票

運
動
に
、
重
大
な
萎
縮
効

果
を
及
ぼ
し
ま
す
。

今
、
憲
法
審
査
会
を

開
く
こ
と
自
体
が
改
憲

の
呼
び
水
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
衆
議
院
の
憲
法

審
査
会
は
、
改
憲
派
の

要
請
で
毎
週
の
よ
う
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
憲
派
は
、
緊
急
事

態
条
項
の
新
設
を
改
憲

の
突
破
口
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
急

先
鋒
に
立
つ
の
が
、
日

本
維
新
の
会
で
す
。

緊
急
事
態
条
項
は
、

全
て
の
権
限
を
内
閣
総

理
大
臣
に
集
中
し
、
国

会
議
員
の
任
期
を
延
長

す
る
こ
と
も
可
能
に
し

ま
す
。
戦
争
す
る
た
め

の
独
裁
国
家
へ
の
道
で

す
。



核
兵
器
禁
止
条
約
が
２
０

２
１
年
に
発
効
し
て
以
来
、

署
名
国
は
93
カ
国
・
批
准
国

は
70
カ
国
に
な
り
、
国
際
条

約
と
し
て
の
規
範
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

新
聞
報
道
は
、
核
保
有
国

や
「
核
の
傘
」
の
も
と
に
あ

る
国
も
、
変
化
を
起
こ
し
つ

つ
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

①
米
民
主
党
の
議
員

が
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
支
持
を
バ
イ
デ

ン
政
権
に
求
め
る
法

案
を
提
出
し
、
連
邦

下
院
の
約
１
割
が
賛

成
、
②
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
上

下
両
議
院
と
欧
州
議
会
議
員

70
人
が
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

に
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
を
要
請
、
「
こ
の

動
き
に
不
参
加
を
続
け
れ
ば

フ
ラ
ン
ス
の
外
交
的
窮
地
は

さ
ら
に
深
ま
る
。
孤
立
で
は

な
く
信
頼
を
得
る
た
め
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
」
と
。

③
２
回
の
締
約
国
会
議
に
は

ド
イ
ツ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ベ

ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
参
加
。
④
ベ

ル
ギ
ー
は
「
相
互
の
努
力
で

ど
う
前
進
を
つ
く
れ
る
か
考

え
る
準
備
が
あ
る
」
。
ド
イ

ツ
は
核
兵
器
の
無
い
世
界
に

進
む
た
め
に
「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
国
と
の
対
話
」

に
も
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明

し
て
い
る
と
。

こ
う
し
た
世
界
の
変
化
を

無
視
し
続
け
る
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
の
日

本
政
府
に
対
し
て
、

「
核
兵
器
は
不
安
と

恐
怖
と
敵
対
を
増
長

し
、
決
し
て
平
和
は

実
現
し
な
い
。
２
度
と
世
界

に
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
。

戦
争
準
備
の
軍
拡
で
は
な
く
、

憲
法
９
条
を
平
和
へ
の
武
器

と
し
て
生
か
し
、
ア
ジ
ア
と

世
界
の
平
和
の
た
め
に
準
備
・

行
動
・
外
交
を
！
」
と
私
た

ち
は
求
め
声
を
あ
げ
行
動
し
、

平
和
を
願
う
世
界
の
人
々
と

手
を
つ
な
ぐ
時
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
井
み
ち
え

今回は身近な自然現象の“雲“に

ついてのお話です。

雲については小学生の時に勉強

して、良く分かっていらっしゃる

方も多いと思いますが、復習のつ

もりでお付き合いください。

空に浮かぶ白い雲、その正体は？

雲の正体は、空中に浮かぶ水や

氷の小さな粒の集まりです。それ

では、雲の正体である水や氷の粒

はどこからやってきたのでしょう

か？それは空気の中に隠れていた

水蒸気から出来たのです。目には

見えない水蒸気は、冷えることで

凝結核といわれる空気中のちりな

どに付着して水滴となります。そ

のようにして水や氷の粒の集まり

となって目に見えるようになった

もの、それが雲です。

空気はどのようにして冷えるの？

上空の空気が冷える理由はいく

つかありますが、一番の理由は、

空気が上に向かって昇っていくこ

とです。これを上昇気流といいま

す。上空に行くほど周りの気圧は

低くなります。気圧とは隣り合う

空気が押し合う力のことなので、

上空に行くほど周りから押される力が

弱くなるということです。上昇して周

りからあまり押されなくなった空気は

大きくふくらみます。空気にはふくら

むと冷えるという性質があります。こ

のようにして、上昇気流があると空気

はふくらんで冷えるのです。上昇気流

があると空気はどんどん冷やされていっ

て、やがて水蒸気が水や氷の粒になっ

て、白い雲ができます。

上昇気流はどこに出来るの？

①空気はあたたかいほど軽く、冷たい

ほど重いため、あたたかい空気ほど上

昇しやすくなります。晴れて暑い日に、

太陽に温められた空気は上昇します。

②空気同士や空気と山などがぶつかる

ところでも、押し出されるように空気

は上昇します。富士山の頂上付近に雲

ができるのはこれが原因です。

③まわりから空気が集まってくる低気

圧の近くでは、多くの空気が上昇して

雲がたくさんできます。

④あたたかい空気と冷たい空気のぶつ

かる前線でも暖かい空気が上昇します。

雨や雪は雲から降るので、これらの雲

のできやすい場所では、雨や雪も降り

やすいといえます。 （市川隆雄）


